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「医薬品供給不足 緊急アンケート」の結果（速報）について 

 

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。  

先般、令和５年８月２５日付け日医発第 974 号（技術）等で依頼いたしました

「医薬品供給不足 緊急アンケート」（調査期間：令和５年８月９日から令和５年

９月１５日）につきまして、ご協力を賜り誠にありがとうございました。貴会の

ご協力を頂いた結果、6,773 件の医療機関からご回答をいただくことができまし

た。 

今般、アンケートの結果について速報として取りまとめましたので、別添の通

りお知らせいたします。最終結果は改めてお知らせいたします。 

本調査の結果につきましては、協力依頼文書でお示しいたしましたように、国

の検討会や対象業界団体に対する改善要望等の働きかけに活用させていただきま

す。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただくとともに、

貴会管下関係医療機関等へご高配賜りますようよろしくお願い申し上げます。  

 

 



 

 

医薬品供給不足 緊急アンケートの結果（速報）について 

 

〇アンケート目的 

2020 年 12 月の小林化工の医薬品品質問題を発端に現在も医薬品供給不足が

続いています。これまで日本医師会は、製薬団体に対して増産要望を行い、後発

医薬品供給量として、2020年が約 814億錠、2021年が約 866億錠、2022年も前

年度並以上に供給されています。しかし、現場には必要な医薬品が届いていない

のが現状であり、国の検討会においても医薬品流通の中で一部供給の偏在があ

ることが問題視されています。 

今般、不足している医薬品とそれを取扱っている卸はどこなのか、また、処方

しても不足している医薬品とその薬局がどこなのか、流通偏在はあるかなどの

調査を実施しました。 

 

＊現状 

日本製薬団体連合会の医薬品供給状況にかかる調査結果を毎月公開しており

令和 5年 8月では、薬価収載されている医薬品 17,450品目のうち、通常出荷さ

れている数は 13,462品目（77.1％）、限定出荷・出荷停止されている数は 3,988

品目（そのうち後発医薬品は 2.928品目）（22.9％）と報告されている。しかし、

医薬品供給状況は改善されていない。 

 

〇アンケート対象 

日本医師会会員及び地域医師会等会員 

 

〇アンケート方法 

WEB調査 

 

〇アンケート実施期間 

令和 5年 8月 9日から 9月 30日 

 

〇アンケート回答数 

６７７３医療機関 

 

 

＊速報値のため最終結果時には数字等が変わる可能性があることをご承知おき

ください 
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